
 

 ９　個人の違いを認め，決して，偏見をもちません。 

んだり，協力しながら活動する中で，仲間のすばらしさや喜びを知ることがで

権利が侵害され，健全な学校生活が送れなくなります。

く楽しい学校生活が送れるようにするために，次のことを宣言します。

 ５　いじめに気づいたら，すぐに注意し，二度と起こらないようにします。
 ６　いじめられたら，勇気を出して相談します。
 ７　相談されたら，親身になって考えます。
 ８　注意されたら，素直に聞いてすぐ直すように努力します。

 １　人の心やからだを傷つけるいじめは，どんなことがあってもしません。
 ２　いじめがもしあったら，みんなの問題として解決します。
 ３　人のよいところをすすんで見つけ，認めます。
 ４　相手の気持ちを考え，思いやりのある言動をします。

　しかし，学校内にいじめがあると，私たち一人ひとりに当然認められている

　そこで私たちは，一人ひとりの人権が尊重され，いじめがなくみんなが明る
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い　じ　め　ゼ　ロ　宣　言
　私たち一人ひとりは，それぞれすばらしいよさをもっています。これをお互

きるなら，楽しく充実した学校生活が送れるのではないでしょうか。

いに学び合ったり，認め合ったりすることが大切です。そして，仲間と共に学
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 ５月３１日（木）中間考査終了後の５，６校時に，全校生徒による「クリーンアップ大作戦」

を実施しました。この活動は，自分たちが暮らしている地域を清掃することで，地域への愛着

や奉仕の心を育むため毎年実施されています。生徒たちは体操服に着替え，学年ごとに分かれ

てゴミ集めや草抜き，溝掃除を行いました。僅か１時間ほどで，多量のゴミと泥等が集められ，

生徒一人一人が力を合わせたときのパワーの大きさに驚かされました。 

私は，学校で１年生が校舎北側の溝を掃除するのを見ていました。どの生徒も一生懸命でし

た。臭い泥で汚れることをいとわず，重い泥をすくったり運んだり，重い石のふたを持ち上げ

たり，道具をきれいに洗ったりする様子は本当に素晴らしかったです。二人の生徒がバケツで

泥を運んでいたところ，誤って運動場に泥水と泥をこぼしてしまいました。すると，二人は素

手で泥をかき集めてバケツに戻しました！その素晴らしい行動に心を打たれました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１日（金）に，平成３０年度生徒

総会が開催されました。生徒専門委員会

や部活動において，平成２９年度の活動

報告と決算報告，そして，平成３０年度

の活動計画と予算の提案がなされ，いず

れも承認されました。さらに，平成８年

の「いじめゼロ宣言」が再確認されたり

しました。 

また，上級生が総会を運営・進行する

姿や話を聞く態度は，大変素晴らしかっ

たです。下級生への良き道標となったことでしょう。 

生徒会活動を自主的に考え，実践していくことで，生徒たちは学校生活をより明るく豊かな

ものにしていくことでしょう。大きなエールを送ります！ 
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